
アンドレ・ブルトンの『ナジャ』における超現実のトポロジー
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（平成����年３月����日受理　最終原稿平成����年５月����日受理）
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　アンドレ・ブルトンの『ナジャ』はブルトンがナジャを通して自己同一性を探求する小説と
して捉えられているが、その読解を踏まえつつも、シュルレアリスムの重要な概念である超現
実を読み取るという場所論に基づいた読解を試みた。その際ジャック・ラカンの理論を援用し
たが、ラカンの言う想像界、象徴界、現実界といった区分に対応する形で、『ナジャ』の小説に
おいて、パリ市内、パリ市外、パリから遠く離れた不特定の場所というように物語の舞台が移
行していることが明らかとなった。パリ市内においてブルトンとナジャの出会いがあり、パリ
から離れることによりブルトンとナジャの別れが確実になり、パリから遠く離れた地点におい
てナジャはまさに不在の存在としてブルトン自身とその小説を支えていることが理解される。
パリ市内が舞台となっている場合には具体的な場所が明示されているが、物語の展開に伴って
場所の提示が漠然とした大まかなものになり、最終的には具体的に明示されなくなる。この時
点において物語の舞台となる場所とは、パリ市内でもパリ市外でもなく、まさにブルトンにとっ
ての「心的現実」であり、これが超現実として捉え得ることを論証した。
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　アンドレ・ブルトンによって書かれたシュルレアリスムの小説と言われる『ナジャ』は、多
くの研究書・概説書によってブルトン自身の自己同一性を求める書であるとされている。確
かに、��������年にブルトン自らが全面改訂した際に付け加えられた「序言」を除けば、『ナジャ』
はまさに「私とは誰か」（PI p.������）１という問いかけで始まり、『ナジャ』の本体をなすナジャ
の物語の最後も、「誰だ、そこにいるのは。あなたなのか、ナジャ。彼岸（下線原文）が、全
ての彼岸が現世にあるというのは本当なのか。私はあなたの言うことが聞こえない。誰だ、そ
こにいるのは。私一人なのか。私自身なのか。」（PI p.������）と締めくくられているのであるから、
そのような読み方が成立するのは当然なのである。
　また、冒頭部分の「私とは誰か」（PI p.������）に続いて書かれている「それというのも、全て
は私が誰と＜つきあっている＞かを知るのと同じことになるのではないかということなのであ
る。この付き合うという言葉は、いくつかの存在と私との間に、私が考えていたよりも奇妙で、
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